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自然史系博物館のリスク管理、現状と課題 

 

佐久間大輔(大阪市立自然史博物館) 

 

 自然史系博物館の抱えるリスクを 1.平常時の標本・展示品管理に関わるリスク対応、2.地震を中心とし

た災害リスクの対応、3.普及教育活動のリスクにわけて報告する。このうち 1.2.に関しては平成 25 年「博

物館総合調査」の回答を活用している。 

１．平常時の標本・展示品管理：自然史系資料の特質：自然史系資料の大部分は昆虫、植物、菌類、動物や

鳥などの剥製など生物系の乾燥標本がしめる。これらを維持する上で大きな課題となるのが虫害・菌害で

ある。虫害を起こす昆虫は本来植物食・動物食であり、自然史系資料のリスクは高い。また、自然史系資料

の利用は外部形態だけでなく、DNA 等の成分や顕微鏡的微細構造にも及ぶ。このため、肉眼的には気にな

らなくてもカビ菌糸の侵入や虫害による内部の損壊も大きな問題になる。このため、収蔵庫に虫や菌を「持

ち込まない」ための燻蒸や施設管理、発生を「早期発見」し「対処」、発生を「予防」する IPM 管理が重要

になる。総合調査ではこの中で、虫菌害の要望に大きく関わる空調について設問をしている。アンケートの

回答からは 10 万点以上の自然史標本を保有する大規模自然史系博物館でこそ、収蔵庫に十分な空調設備を

持っているものの、1 万点以上の中規模、100 点以上の小規模では自然史標本を持たない博物館と同等ある

いはそれ以下の空調設備しかないことが。不十分な設備条件の中小規模館での標本維持はよりきめの細か

い管理が必要とされるが、人員的にも難しい状況にある。 

２．地震を中心とした災害リスクへの対応：大規模・中小規模を含めて、建設時期は他の館種と替わらな

い。特に自然史系が最近に作られているということはないようだ。建物の老朽化を心配する博物館は 1974

年以前の博物館で特に多い。耐震改修は財政状況の厳しさなども有り、必ずしも順調に進んでいないよう

だ。古い博物館では建物の危険度への意識は高いものの、展示室や収蔵庫の耐震対策も困難を伴うためか

必ずしも進んでいない。自然史標本の特性を反映してか、免震装置の普及は低く、炭酸ガスなどの消火装置

の普及がやや進んでいるようだ。 

 連携面では行政との協定、広域での協定ともにほとんど進んでいない状況が示された。教育委員会に文

化財部局ネットワークがある歴史・美術系と異なり、自然史系は都道府県内でもほとんど連携機関を持っ

ていない。 

 大規模に自然史系標本を保有する施設を見ると、全国にほど良く分散をしている。今回の総合調査に回

答していない施設を分類学会連合の植物標本のデータなどで補完すると、ほぼ全国を網羅できるネットワ

ークができる。大規模な自然史標本保有施設は国立・県立・市立の博物館、さらに大学や植物園等多様であ

る。これらをつなぐことが自然史系標本の文化財等保全ネットワークを組む上で重要な課題であろう。 

３．普及教育活動でのリスク：自然史系博物館の普及教育活動の特徴としては、野外活動が多いこと、比較

的年少者も多いことがあげられるだろう。野外活動の安全対策は多くの手引きがあるが、1)入念な計画と下

見 2) 参加者への十分な周知 3)適正な参加者数とスタッフ配置 4)適切な保険など 5）反省と情報共有をあ

げておきたい。館内での実習やサイエンスショーなどでも同様であろう。近年、普及教育事業を学芸員だけ

でなく、ボランティアとともに行ったり、場合によってはボランティアのみで実施する場合も見られる。外

部の専門家やNPO など多様な主体と連携して行う場合も少なくない。 

 こうした多様化する担い手で安全になおかつ質を保って普及教育活動を実施するためには、十分な研修

と学芸員を含めたスタッフ間の意思統一に基づく連携が非常に重要になる。自然の中での行事、特に子ど

もも参加しての行事である。何が起きても不思議はない。起きた時の組織的対応力のためには関係者全員

の連携が頼りになる。 
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